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人口の動き

1月 1日現在

計

数
日

男

女

帯

人

世

65.813 
31. 644 

34. 169 
18.861 
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も針に安らぎ令を

2月8日を事納(乙とおさめ〉とし、 婦人は針の折

れたものを集めて、淡島の社へ納め、その日は針仕事

を休むのである。

古来からの風習をみると、使い古した針を餅、乙ん

にゃく、とうふなと、の柔かいものに刺し、今まで布を

縫った労苦lζ感謝し、針を安ませて、やる.という心

遣い、であるという。故事にならって供養祭
向陽高校(校長鳥山武氏)では、故事にならって生

徒たちは毎年乙の行事を続けている。

、離れ住む、友も交えて針供養、 和子
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市
制
施
行
記
念
式
典
で
功
労
者
を
表
彰

本
市
は

.
昭
和
十
七
年
二
月
十

一
自
に
市
制
を
施
行
し
ま
し
た
が

今
年
で
三
十
九
周
年
を
迎
え
、
二

月
十
日
に
市
役
所
第
一
会
議
室
で

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
式
典
で
は
、
市
政
に
功

労
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
並
び
に

市
職
員
の
永
年
勤
続
者
表
彰
が
行

e 
※ 

わ
れ
ま
し
た
。

〔
市
政
功
労
者
〕敬
称
略
(
順
不
同
〉

藤
本
三
郎
〈
市
議
会
議
員
)

川
口
畏
市
(
交
通
指
導
員
〉

森
琢
磨
(
消
防
団
第
十
五
分
団

長
)

渡
辺
勝
信
(
消
防
団
第
十
四
分
団

長
)

福
田
利
男
(
消
防

団
第
九
分
団
長
)

福
井
満
雄
〈
長
崎

県
食
品
衛
生
協

会
大
村
支
部
副

会
長
〉

福
田
宝
城
(
長
崎

県
自
動
車
整
備

振
興
会
大
村
支

部
長
〉

川
添
晃
〈
砕
石

工
業
組
合
理
事

長
)

渡
辺
正
雄
(
大
市

通
り
商
庖
協
同

組
合
理
事
長
)

ミ

ー…一一

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

酒
井
茂
〈
元
民
生
委
員
協
議
会

会
長
)

高
辻
土
太
郎
(
民
生
委
員
)

松
尾
ヨ
シ
カ
(
民
生
委
員
)

外
薗
強
(
元
民
生
委
員
)

O 

高
令
者
の
方
へ

中
村
キ
ク
エ
(
母
子
福
祉
協
議
会

副
会
長
)

富
一
永
丈
吉
(
乾
馬
場
郷
一

O
一
一
)

辻
大
介
(
西
大
村
小
四
年
、
乾

馬
場
町
九

O
七

l
一一〉

田
崎
真
一
(
西
大
村
小
四
年
、
諏

訪
一
丁
目
七
二
二
)

松
本
幸
枝
〈
諏
訪
二
丁
目
玉
六
六

ーニ
O
)

(
故
〉
吉
川
昇
(
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
会
長
)

菅
野
谷
平
(
大
村
園
芸
高
校
二

年
、
重
井
田
郷
九

O
九
)

O 

O 

無
料
で
職
業
を
紹
介
し
ま
す

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

老
人
の
生
き
が
い
対
策
の
一
環
と

し
て
、

希
望
と
能
力
に
応
じ
た
適

当
な
仕
事
に
従
事
す
る
機
会
を
与

え
る
た
め
、
お
お
む
ね
六
十
歳
以

上
の
高
令
者
の
職
業
紹
介
を
行
っ

て
い
ま
す
。

健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
申
込
み
下

さ
い
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
仕
事
を
す

る
人
を
求
め
て
い
る
方
は
、
臨
時

パ
ー
ト
に
か
か
わ
ら
ず
求
人
の
申

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

仕
事
の
内
容
〔
事
務
〕
一
般
事

務
、
経
理
事
務
な
ど

〔
軽
作
業
〕
会
社
、
商
居
、
工

場
一
般
家
庭
な
ど
の
各
種
雑
役

〔
管
理
〕
宿
直
、
守
衛
、
駐
車

場
整
理
な
ど

〔
家
事
手
伝
い
〕
炊
事
、
掃
除

洗
た
く
、
子
守
、
留
守
番
、
皿

洗
い
な
ど

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

※
詳
し
く
は
大
村
市
高
令
者
無
料

職
業
紹
介
所
(
社
会
福
祉
協
議

会
内
、
富
③
|
一
三
五
一
)
へ

O 

O 

O 

読

書

感

想

文

集

を

作

成

ー

l

市

立

図

書

館

|

|

図
書
館
で
は
、
昨
秋
の
読
書
週

間
の
行
事
と
し
て
一
般
市
民
を
対

象
に
読
書
感
想
文
、
読
書
体
験
記

な
ど
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
作
品
を
編
集
し
て
文
集
を
作

成
し
ま
し
た
。
希
望
者
に
は
さ
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
付
録
と
し
て
大
村
市
児

童
読
書
感
想
発
表
大
会
の
出
演
者

の
原
稿
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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※ 

下
水
道

f所得税・贈与税のへ
」申告はお早自にゾ

市役所でも納税相談

昭
和
五
十
五
年
分
の
贈
与
税
の

申
告
は
二
月
二
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
所
得
税
の
確
定

住
み
よ
い
町
の

申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
で
す
。

乙
の
申
告
と
納
税
は
、
い
ず
れ

も
三
月
十
六
日
ま
で
で
す
。

@
贈
与
税
は

個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と

き
に
か
か
る
税
金
で
、
昨
年

一
年

間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
合
計
額
が

六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、

税

務
署
に
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

。
所
得
税
は

個
人
が
昨
年

一
年
間
に
得
た
所

得
に
か
か
る
税
金
で
、

商
売
を
し

て
い
る
方
や
不
動
産
収
入
の
あ
る

方
な
ど
で
、
所
得
の
合
計
額
が
配

偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い
方
、

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の

年
収
が
一
千
万
円
を
超
え
る
方
や

給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を

超
え
る
方
は
税
務
署
に
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

@
申
告
は
お
早
目
に

期
限
間
近
に
な
る
と
窓

口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
申
告
は
早
自
に
お
済

ま
せ
下
さ
い
。

な
お
、
申
告
の
仕
方
で

分
ら
な
い
乙
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
諌
早
税

務
署

(
雷
諌
早
②

l
一三

七
O
)
へ
お
た
ず
ね
下
さ

、。

く税務署〉

もうおィ斉みですか・・・

所得税の確定申告と
納税は 3月16日までけ

守

-ヨ尭与

基
礎
づ
く
り

ヘ
市
役
所
で
の

戸

納

税

相

談

市
役
所
で
も
所
得
税
の
納
税
相

談
を
行
い
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い

期

間

三

月
二
日

l
六
日
ま
で

午
前
九
時
三
十
分
l
午
後
四
時

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

(二

階
)

く〉

O 

お
祝
い
電
報
は

3
日
前

ま
で
に
お
う
ち
に
な
る

と
お
得
で
す

結
婚

・
卒
業

・
入
学
な
ど
の
お

祝
い
電
報
は
十
目
前
か
ら
申
込
め

る
「
配
達
目
指
定
電
報
」
を
ご
利

用
下
さ
い
。

配
達
日
の
三
目
前
ま
で
に
お
う

ち
に
な
り
ま
す
と
、
ご
希
望
の
日

の
午
前
ま
た
は
午
後
に
配
達
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、

料
金
も
百
五
十
円

安
く
な
り
ま
す
。

結
婚
シ
ー
ズ
ン
の
大
安
目
、
卒

業
式
、
入
学
式
な
ど
の
当
日
は
大

変
乙
み
あ
い
ま
す
。
お
早
自
に
う

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

お
申
込
み
は
窓
口
ま
た
は
「

一

一
五
番
」
へ
ど
う
ぞ
。

(
大
村
電
報
電
話
局
) (

工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

¥一一一一ノ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

天

正

遣

欧

少

年

使

節

。
ヴ
ァ
リ
ニ
ア

l
ノ
神

父
の
立
案

四
十
年
間
の
大
村
の
キ
リ
シ

タ
ン
時
代
の
中
で
、
円
本
の
陪

史
上
に
そ
の
名
を
と
ど
め
る

一

大
壮
挙
は
、
何
と
い

っ
て
も
大

村
純
忠
な
ど
に
よ
る
ロ

i
マへ

の
少
年
派
遣
、
す
な
わ
ち
天
正

少
年
遣
欧
使
節
の
派
遣
に
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。
乙
の
使
節
は
、

ロ
!
?
教
皇
へ
の
拝
謁
を
最
終

目
的
に

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
を
廻

り
、
西
洋
の
社
会
を
視
、
あ
る

い
は
日
本
を
西
洋
に
紹
介
し
ま

し
た
。

全
行
程
に
要
し
た
年
月

は
実
に
八
年
五
カ
月
、

当
時
外

国
と
い
え
ば
中
園
、
朝
鮮
、
東

南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
く
ら
い
し

@
記
録

か
知
ら
な
か
っ
た
日
本
人
に
と

っ
て
、
イ
ン
ド
よ
り
更
に
西
の

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
赴
く
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
今
世
紀
の
月
面
着
陸

に
も
匹
適
す
る
、
勇
気
と
英
知

と
が
必
要
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。そ
れ
ま
で
日
本
人
で
西
洋
に

渡

っ
た
人
物
は
一
人
お
り
ま
し

た。

鹿
児
島
の
出
身
で
霊
名
を

ベ
ル
ナ
ル
ド
と
い
っ
た
青
年
で

す
。
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
を
去
る

と
き
に
同
行
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

を
経
て
ロ

1
マ
ま
で
赴
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、

日
本
へ
の
出
帆
を
目
前
に
し
て

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
コ
イ
ン
プ
ラ
で

病
死
し
ま
し
た
。
少
年
使
節
が

派
遣
さ
れ
る
約
三

画
十
年
ほ
ど
前
の
乙

時
と
で
す
。
し
た
が

は
っ
て
日
本
人
の
中

イ
で
直
に
西
欧
人
に

コ
接
し
、

吸
収
し
た

刊
文
化
文
物
を
生
き

ヴ
て
日
本
に
伝
え
た

の
は
、
乙
の
使
節

③ 
が
は
じ
め
て
だ
っ
た
の
で
す
。

乙
の
派
遣
の
計
画
を
中
心
と

な
っ
て
進
め
た
の
は
、
実
は
、

ア
レ

ン
シ
ャ
ン
ド

ゥ
ロ
・
ヴ
ア

リ
ニ
ア
i
ノ
神
父
で
し
た
。
神

父
は
ナ
ポ
リ
王
国
の
名
門
の
生

ま
れ
で
、
天
正
七
年
(
一
五
七

五
)
に
イ
エ

ズ
ス
会
総
長
の
名

代
の
立
場
に
あ
る
東
イ
ン
ド
巡

察
使
と
し
て
来
日
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
神
父
を
中
心
に
、

九
州
の
三
名
の
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
、
す
な
わ
ち
大
友
宗
麟
、
大

村
純
忠
、

有
馬
晴
信
が
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
名
代
を
派
遣
す
る

か
た
ち
を
と
っ
た
の
で
す
。
そ

の
結
果
、
正
使
と
し
て
宗
麟
の

使
者
伊
東
マ
ン
シ
ョ
ジ
と
晴
信

の
使
者
千
々
石
ミ
ゲ
ル
が
、
ま

た
、
副
使
と
し
て
純
忠
の
使
者

原
マ
ル
チ
ノ
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア

ン
の
計
四
名
が
選
ば
れ
ま
し
た

ま
た
そ
の
外
に
日
本
人
随
員
と

し
て
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
・
ド
ラ

ー
ド
、
ロ
ヨ
ラ
(
以
上
二
名
諌

早
出
身
)
そ
れ
に
ア
ウ
グ
ス
チ

l
ノ
(
大
村
出
身
)
が
同
行
し

ま
し
た
。
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パ
あ
な
ーた
で
す

/
火
事
を
出
す
の
も
防
ぐ
の
も

おおむら

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

メ

市政だより

二
月
‘
三
月
は
空
気
が
非
常
に

乾
繰
し
、
強
い
風
が
吹
く
乙
と
が

多
く
、
加
え
て
暖
房
器
具
な
ど
の

火
気
使
用
も
あ
っ
て
、
一
年
の
う

ち
で
も
火
災
の
多
い
時
期
で
す
。

今
年
も
二
月
二
十
八
日

t
三
月

十
三
日
ま
で
「
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

-
お
互
い
に
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
、
尊
い
生
命
や
貴
重

な
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ

・っ.〔
重
点
実
施
事
項
〕

@
車
両
及
び
林
野
火
災
の
防
止
対

策
。
危
険
物
運
撮
車
両
、
パ
ス
、
タ

ク
シ
ー
、
送
迎
用
車
両
な
ど
の

点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

。
火
入
れ
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

消
火
準
備
を
し
、
後
仕
末
を
完

全
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
火
λ
れ

な
ど
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い

行
為
を
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
消
防
署
に
届
け
出
る
よ
う

昭和56年2月15日
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※ 

に
な
っ
て
い
ま
す
。

@
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策

。
火
災
に
よ
る
焼
死
者
の
過
半
数

は
幼
児
と
老
人
で
す
。
幼
児
・

老
人
・
身
体
不
自
由
者
な
ど
に

対
す
る
安
全
へ
の
配
慮
が
必
要

で
す
。

。
一
般
家
庭
で
も
火
災
の
早
期
発

見
の
た
め
簡
易
火
災
警
報
器
、

ガ
ス
痛
警
報
器
な
ど
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

@
屋
外
の
防
火
対
策

。
た
き
火
、
ご
み
焼
却
の
際
に
は

消
火
準
備
を
し
て
行
い
ま
し
ょ

・っ。
。
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
、
子
供
の

火
遊
び
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う

@
事
業
所
に
お
け
る
自
主
防
火
管

理
対
策

。
消
防
用
設
備
は
定
期
点
検
が
必

要
で
す
。
乙
の
機
会
に
点
検
整

備
を
行
い
、
ま
た
消
防
計
画
に

基
づ
く
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し

ょ・つ。

% 
@
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
協
力
対
策

町
内
会
、
婦
人
会
、
消
防
団
な

ど
で
防
火
座
談
会
や
映
写
会
、

消
火
実
験
な
ど
を
実
施
さ
れ
る

場
合
は
、
消
防
署
へ
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
係
が
出
向
し
ま
す
。

@
テ
レ
ホ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

一
般
家
庭
及
び
事
業
所
を
対
象

に
、
無
作
為
に
抽
出
し
電
話
に

よ
る
火
災
予
防
の
指
導
を
行
い

O 

ま
す
。

〔
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
〕

。
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
毎
日

午
後
八
時
を
「
消
防
の
時
間
」

と
定
め
、
サ
イ
レ
ン
を
一
分
間

鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
の
元
の

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
二
月
二
十
八
日
の
午
前
八
時
に

消
防
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン
(
十

五
秒
吹
鳴
1
六
秒
休
止

t
十
五

秒
吹
鳴
)
を
鳴
ら
し
ま
す
。

〔
防
火
少
年
剣
道
大
会
〕

日
時

三
月
八
日
(
日
)

午
前
九
時
開
始

市
民
体
育
館

大
村
市
危
険
物
安
全
協
会

大
村
消
防
署

主場
催所

o 

く〉

2
輪
車
の
事
故
を
な
く
そ
う

昼
間
点
灯
運
動
実
施
中

昨
年
、
二
輪
車
の
交
通
事
故
は

二
十
二
件
で
、
前
年
に
比
べ
十
四

件
も
減
少
し
ま
し
た
。

乙
れ
は
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
二
輪
車
昼
間
点
灯
運
動
の
効

果
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
二
輪
車
の
事
故
を
な
く

す
た
め
、
昼
間
点
灯
を
励
行
し
ま

l
v

よ'っ。

(
生
活
環
境
課
)

一

国

際

障

害

者

年

、

一

一

s完
全
参
加
と
平
等

s

一

一

ご

存

じ

で

す

か

、

一

一

@

市

民

税

の

障

害

者

ず

申

告

し

て

下

さ

い

。

一

一

控

除

。

。

。

一

一
三
月
二
日
か
ら
市
民
税
申
告
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
日
一

一
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
が
、
本
二
月
二
十
二
日
(
土
)
一

一
人
が
障
害
者
(
身
体
障
害
者
手
午
後
一
時

t
三
時
ま
で
一

一

一

帳

ま

た

は

療

育

手

帳

の

交

付

を

福

祉

セ

ン

タ

ー

一

一
受
け
た
方
)
、
ま
た
、
扶
養
し
三
月
二
十
八
日
〈
土
)
一

一

て

い

る

方

の

中

に

障

害

者

が

い

同

一

一

る

場

合

は

市

民

税

が

控

除

さ

れ

一

一
ま
す
。
申
告
の
際
、
必
ず
手
帳

。

。

。

~

一

を

提

示

し

て

下

さ

い

。

@

障

害

者

へ

の

エ

チ

一

一
な
お
、
低
所
得
の
身
体
障
害

?

F

'

-

.• 
，‘，
L
内
'
i
!

，

一

者

で

あ

っ

て

も

、

申

告

さ

れ

な

ィ

一

一
い
場
合
は
課
税
の
対
象
と
な
る
障
害
者
に
対
す
る
お
手
伝
い
一

一
ほ
か
、
障
害
福
祉
年
金
や
心
身
は
人
間
と
し
て
当
然
の
行
い
で
一

一
障
害
者
医
療
な
ど
受
給
で
き
な
す
。
特
に
意
識
す
る
乙
と
な
く
一

一
い
乙
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ご
く
自
然
な
気
持
で
お
手
伝
い
一

し
た
い
も
の
で
す
o

:

一

-

九

unvy〆
一

-

M

V

d

;

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

一

d
vJ

ら
ず
、
人
聞
は
み
な
お
互
い
に
一

一

E

園、コ
y

助
け
ら
れ
て
生
き
て
い
る
も
の
一

'

色

軍

司

-

で

す

。

一

一

グ

泊

、

、

(

福

祉

課

)

一

1
月
1
日
現
在
の
人
口
に
つ
い
て

¥
前
月
比
を
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
昭
和
五
十
五
年
国
勢
調
査
に
〆

一
よ
り
調
整
・
集
計
し
て
い
ま
す
の
で
比
較
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
了
一

戸
承
下
さ
い
。

li
企
画
課
ー
ー

、
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四
季
の
花
で
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ιAf? 
おじ島

日程

建
創
期
と
検
診

-

妊

婦

教

室

毎
月
市
役
所
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
三
月
は
場
所
を
変
更
し
て
行

い
ま
す
。

り

心
が
な
ご
む

時
間

午
後
一
時

t
四
時

中
地
区
公
民
館

(
中
央
町
パ
ス
停
下
車
)

場
所月日| 内 ?lJ. 

3/4 1|l 。。妊映は娠画じめ中‘生ての母保命健親のとなる心得
(第1回〉。 創造、

〈第3/21回1)1||。。。妊安産産娠後中ののた栄めの養に保の(補と助健り方動作(貧.血妊食婦体の実操習の実)習)

3/18 ll1 0育児(‘乳のす房さばせマら方ッしサ・い育ー母児ジ乳用の、実品習・赤ろち方キんの入浴)
(第3回〉。映画 のそえ

(第3/42回5)|10。乳家幼庭児のの幸環せ境のとた性め格に (家族計画)

室教婦妊

おおむ

3月の日曜・祭日当番医
日| 診療科目 | 病医院名 所在地|電話

!小児科|田JII官盟側
1外・内科佐藤 2-3070 

!内 科|与那吋
8整形外科橋口整形外 5-8739 

|内 科|怯尾医門許-4412
15 外・匹門科山道医院す 問 05

内科 今回内科
桜古1E丁丁馬場町目目
2-3032 

21 
産・婦人科 福田産婦人科 2-6124 

科|野口円;|z主:計:oorlー捌科岩崎眼 2-3435 

科|松永医1
科松尾外 2-3331 

市政だより{5) 

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

3月の妊婦と乳幼児の健康相談日程
日| 時 間 場 所 対 象

319:3M 
13:30--15:00 福重出張所 妊婦と乳幼児

|川-1川|幼 児13:00-15:00 竹松出張所乳
10 I 9:30-10: 00 I大村保健所|生後5-7カ月の乳児
17||9:30~1010|| 大村保健所 I生後8カ月以上の乳児
13:30-15:00 鈴田出張所 妊婦と乳幼児
23 I 9:30......11:00 1三浦出張所 |妊婦と乳幼児

午前8時~午後8時

-
3歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
三
年
八
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
周

年
二
月

t
七
月
生
ま
れ
で
、
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
二
月
二
十
六
日

診療時間

午
前
九
時

t
九
時
三
十
分

午
後
一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

一
般
健

康
相
談
は

血
圧
が
気

に
な
る
人

な
ど
、
健

康
に
関
す

る
相
談
に

応
じ
て
い

ま
す
。

場

所

市

役
所
健

康
相
談

室

~ 内容9:00 -11:00 11 13:00 -16:00 
妊婦相談 一般健康 相談

幼児相談レ----------
乳幼児相談

も

よ

お

し

日
時
-
第
刊
回
教
育
講
演
会

一
月
六
日
、
午
後
一
時

(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)

十
分

t
三
時
三
十
分
ま
で

場
所
市
民
会
館
ホ

l
ル

講
師
田
中
澄
江
先
生
(
作
家
)

演
題
「
家
庭
と
教
育
」
い
ま
若

い
お
母
さ
ん
に
言
い
た
い
こ
と

主
催
市
教
育
委
員
会
、
市
連
合

婦
人
会
、
市
P
T
A連
合
会
、

市
幼
稚
園
P
T
A連
合
会

入

場

料

無

料

※
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。
各
幼

稚
園
・
小
中
学
校
P
T
A
事
務

局
、
各
婦
人
会
長
宅
、
社
会
教

育
課
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

-
郷
土
史
講
演
会

ど
な
た
で
も
ど
自
由
に
ご
出
席

下
さ
い
。

日
時
二
月
二
十
二
日
(
日
)

午
後
二
時

t
四
時

場
所
福
祉
セ
シ
タ
!
大
会
議
室

講
師
外
山
幹
夫
先
生

(
長
崎
大
学
教
授
)

演
題
・
内
容
「
大
村
氏
の
出
自

と
発
展
」
大
村
氏
に
関
し
て

そ
の
先
温
と
そ
の
後
の
変
遷
に

つ
い
て
の
従
来
の
一
般
的
な
説

に
対
し
て
、
新
た
な
角
度
か
ら

異
説
を
述
べ
ら
れ
る
。

主
催
市
教
育
委
員
会
、
大
村
史

談
会

後
援
市
文
化
協
会
、
市
老
人
ク

-
フ
プ
連
合
会
、
市
育
友
会
連
合

会
、
市
連
合
婦
人
会

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

-
大
村
市
給
水
装
置
技

術
者
・
技
能
者
資
格

試
験

日
時
三
月
三
日

場
所
市
民
会
館

受
験
申
込
期
間
二
月
十
六
日

1

二
十
七
日
ま
で

※
詳
し
く
は
水
道
部
(
曾
③

l
一

一一

一二
)
へ

i 一一鯉が泳ぐ大上戸川をつくろう一一 ( 

j願さま潤育 流う住深生を郷内議 { 
いんすいち乙し」むい活守土会会市 3
iしのよを、のて主主主河とりのとで民
2 まごう与市鯉い れ川か、美協は憲 t
4す協市え民がま錦 をか特し力、章三
。力民ての大す鯉に「わにいし地推ぞ
j をのく心き。をし魚り市自て元進 J
お皆れにく 放ょがが民然、町協 F
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受
付
期
間
二
月
十
六
日

t
三
月

七
日
ま
で

第
一
次
試
験
三
月
八
日
(
日
)

応
募
手
続
所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
て
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。
申
込
用
紙
は
人
事
課
に
あ

り
ま
す
。

• 市
職

員

職
種
薬
剤
師
、
助
産
婦

受
験
資
格
〔
薬
剤
師
〕
性
別
は

問
わ
な
い
が
、
薬
剤
師
法
に
よ

る
厚
生
大
臣
の
薬
剤
師
免
許
証

を
有
す
る
人
(
四
月
に
行
わ
れ

る
国
家
試
験
に
合
格
し
免
許
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
)
で
昭

和
三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

〔
助
産
婦
〕
保
健
婦
助
産
婦
看
護

婦
法
に
よ
る
厚
生
大
臣
の
助
産

婦
免
許
証
を
有
す
る
人
(
三
月

『
に
行
わ
れ
る
国
家
試
験
に
合
格

し
免
許
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
)
で
昭
和
二
十
一
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
女
子

採
用
条
件
市
内
居
住
者
ま
た
は

採
用
後
市
内
に
居
住
で
き
る
人

-
1
3
2
J
i
t
i
l
l
-
-
1
J
I
l
l
i
-
-
1
-

一

一

議

一

1

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

J

一

同
一-F

叫

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

一

一

一

議

一

/

同

崎

川

河

吟

怜

¥

一

一

一

原

子

い

国

民

年

金

市

川

崎

色

日

時

二

月

二

十

七

日

一

一

〈

毎

月

第

四

水

曜

日

)

午

後

十

時

t
四

時

一

一

日

時

二

月

二

十

五

日

一

人

権

(

身

の

上

)

相

談

一

一

一

午

前

十

時

t
午

後

三

時

(

毎

月

第

一

木

曜

日

)

一

一

~

不

動

産

相

談

子

日

時

三

月

五

日

一

一

(

毎

月

第

四

金

曜

日

)

午

前

十

時

t
午
後
三
時
一

※
省
資
源
の
時
代
で
す

※
詳
し
く
は
人
事
課
へ 大村駅前に観光案内所

市内外かろ多数の利用者

-
公
正
取
引
委
員
会
消

費
者
モ
ニ
タ
ー

応
募
資
格
本
市
に
居
住
す
る
こ

十
歳
以
上
の
婦
人

仕
事
の
内
容
年
間
数
回
の
ア
ン

ケ
1
ト
へ
の
回
答
、
消
費
者
の

立
場
か
ら
の
要
望
・
意
見
・
情

報
の
提
出
、
モ
ニ
タ
ー
研
修
会

(
年
二
回
)
へ
の
出
席
な
ど

大村駅前に観光案内所がオープンして 1カ

月になりますが、市内外から多数のご利用を

いただいています。営業時間は午前9時~午

後6時までとなっています。ど利用下さい。

なお、大村北ロータリークラブ(本郷芳郎

会長)から創立5周年を記念して、太陽電池

時計 1基を観光案内所前に寄贈していただき

申
込
期
限
三
月
十
日

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

圃
県
身
体
障
害
者
更
生

指
導
所
入
所
生

対
象
介
護
を
必
要
と
し
な
い
十

五
歳
以
上
の
肢
体
不
自
由
者

訓
練
指
導
種
目

。
機
能
回
復
訓
諌

。
職
能
指
導
訓
練
(
時
計
修
理
、

謄
写
、
タ
イ
プ
、
洋
裁
、
和
裁

編
物
)

入
所
期
間
原
則
と
し
て
一
年

(
必
要
に
よ
り
延
長
)

募
集
期
限
三
月
十
日

※
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
た
は
県
身

体
障
害
者
更
生
指
導
所
(
長
崎

市
中
川
町
一
二
八
、
電
長
崎
⑫

|
二
五
四
三
)
へ

無
駄
の
な
い
生
活
を
工
夫
し
よ
う

ました。

りのもがか日る通 で意る荒春いたも まッらき
まよの吹っ本強り春す信よれーたちととすと ζ く春

λι---------Ji) /-- すうできて海い春一。号うる番とのもこ。すれと一
二該戸喉可/ 。な、込太の南の番 こかのい聞とろ るで、番
努r; 1~ ヲ 暖時ん平低の訪と だとら強うで九が よ冬や l
-------1-:::( ____ かにで洋気風れは つい気風こ使州、 うもれ l

前寸ぺ/ さは起の圧でを、 たうをでとわの実 な終やと
い 乙初乙暖 lζ す告文 よタつ海でれ漁は 気われ

な夏る気向がげ字 う注けが、て師乙 分り、う
にかど言

-歳時記ー園 芸 5tネ芝
もまとし雨 矛当; ~云 ぎ乙年気
ごたき海ばの t二:J r:u ま春と二象春
用、は釣し両 なーが月庁一
心火十りば方いむでいし をど雪因火ェり遭 必が災番多二予番
の分やででっしすうた春もけ国と災 l 、難海要多害はい十報の
元注登す嵐てろがイポはたにでなをン日事がでいを、と二部
に意山。にも荒、メカ、らよはつ大現本故荒すのもーい日の宣 f 
はしに なよれ気 l ポほしるな・たき象海がれ。でた方う前話言
くま出 るくた象ジカのま洪だ・りくが側発て 、らでこ後で
れしか こ、季的が陽ぼす水れ・、す起で生漁 注す、とにはを
ぐよけ と風節に強気の。なやまるきはし船 意こさで吹、出
れうる もととはいとと ど雪た原てフたの がとますく毎す

ハ
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
〉



『
ザ
」

み
』

定
め
ら
れ
た
場
所
に

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

昭和56年2月15日
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四
人
以
内
で
、
家
族
組
に
は
成

人
(
二
十
歳
以
上
)
が
必
ず
一

人
は
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

持
っ
て
く
る
も
の
赤
ボ
i
ル
ペ

ン
、
弁
当
、
水
筒
な
ど

申
込
方
法
申
込
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
保
険
料
(
一
人
十
一
円
〉

を
添
え
て
教
育
委
員
会
体
育
課

へ
※
申
込
用
紙
は
体
育
課
、
小
・
中

学
校
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切
二
月
二
十
八
日

一
福
祉
手
当
な
ど
の
受
給
者
は

一

定

期

預

貯

金

の

金

利

が

据

置

き

一

-

j

該
当
者
は
手
続
き
を

j

一

-
昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
定
期
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

国
民
一

一
預
貯
金
の
金
利
が
引
き
下
げ
ら
年
金
の
障
害
福
祉
年
金
・
母
一

一
れ
ま
し
た
が
、
次
の
年
金
・
手
子
福
祉
年
金
・
準
母
子
福
祉
一

一
当
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
十
年
金
・
老
令
福
祉
年
金
、
原
E

一
一
月
三
十
日
ま
で
の
聞
に
預
け
爆
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
手
一

一
入
れ
る
定
期
預
貯
金
百
万
円
を
当
・
健
寮
管
理
手
当
・
保
健
一

一

限

度

と

し

て

金

利

が

据

置

か

れ

手

当

一

一

ま

す

。

※

福

祉

手

当

の

み

受

給

し

て

い

E

-
乙
の
特
別
措
置
の
適
用
を
希
る
方
は
、
印
か
ん
持
参
の
う
一

一
望
す
る
方
は
、

一預
け
入
れ
る
際
え
、
福
祉
課
で
「
福
祉
手
当
一

一
に
受
給
証
書
を
金
融
機
関
に
提
受
給
証
明
書
」
の
交
付
を
受
一

一

示

し

て

下

さ

い

。

け

、

金

融

機

関

に

提

出

し

て

一

一

該

当

す

る

年

金

・

手

当

下

さ

い

。

一

一
福
祉
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
(
福
祉
課
・
保
険
年
金
課
)
一

働
い
て
い
る
皆
さ
ん
運
動
不
足

病
に
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
人

間
の
か
ら
だ
は
常
に
適
当
に
動
か

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

は
い
っ
て
も
一
人
で
は
な
か
な
か

し
な
い
も
の
で
す
ね
。
タ
美
ぼ
う

も
体
操
か
ら
'
簡
単
に
で
き
る
ユ

ニ
ー
ク
な
体
操
を
し
て
み
ま
し
ょ

・つ。

-
市
民
オ
リ
エ
ン
テ

l

リ
ン
ゲ
大
会

教
育
委
員
会
の
主
催
で
オ
リ
エ

ン
テ

1
リ
ン
グ
の
大
衆
化
と
市
民

の
体
力
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
三
月
十
五
日
(
日
〉
小
雨

決
行
、
悪
天
候
の
と
き
は
二
十

九
日
(
日
)

(
受
付
〕
午
前
九
時

t
九
時
三
十

分
集
合
場
所

日
時
二
月
二
十
四
日
、
午
後
六

時
三
十
分
か
ら
二
時
間

場
所
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

講
師
白
浜
千
寿
子
先
生

受
講
料
無
料

定
員
三
十
人

申
込
方
法
当
日
で
も
結
構
で
す

が
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

り
ま
す
の
で
早
自
に
ホ
1
ム
へ

主
催
労
働
省
長
崎
婦
人
少
年
室

※
体
操
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
下
さ
い
。

-
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

体
操
教
室

コ

ー

ス

〔

A
コ
l
ス
〕
高
校
生

以
上
一
般
グ
ル
ー
プ
(
八
キ
ロ
)

〔
B
コ
l
ス
〕
家
族
組
(
成
人
を

含
む
)
グ
ル
ー
プ
(
六
キ
ロ
)

パ
ー
テ
ィ
ー
構
成
一
グ
ル
ー
プ

タ
労
働
と
ス
ポ
ー
ツ

遊
び
の
な
か
に
体
操
を
'

長
崎
県
忠
霊
塔

結婚相談員を表彰

り

市農業委員会は1月31日、農業後継者iζ

花嫁さんを5組以上世話をした結婚相談員

9人(山口宣彦さんほか)に感謝状と記念

品を贈りました。乙の農業後継者結婚相談

所は昭和51年6月に発足しましたが、 1月

末で 133組の縁結びを達成しており、相談

員さんもこの日を契機に一層の活躍を誓い

合っていました。写真は三の郷の朝長さんど

夫婦。

おおむ

競
技
種
目
・
場
所
〔
陸
上
〕
長

崎
市
営
陸
上
競
技
場
〔
洋
弓
〕

長
崎
市
民
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

〔
卓
球
〕
長
崎
国
際
体
育
館

〔
水
泳
〕
長
崎
市
民
総
合
プ
l

レ

参
加
資
格
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
十
六
歳
以
上
の

人
(
四
月
一
日
現
在
)

申
込
先
福
祉
事
務
所
福
祉
課
ま

た
は
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

事
務
局

申
込
締
切
三
月
七
日

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

農業後継者の縁結び

-
国
際
障
害
者
年
記
念

第
叩
団
長
崎
県
身
体

障
害
者
体
育
大
会

-
市
長
旗
争
奪
柔
道
大

会

身
体
障
害
者
の
体
育
の
振
興
と

更
生
意
欲
の
助
長
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
例
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
身
体
障
害
者
体
育
大
会
を

本
年
は
国
際
障
害
者
年
記
念
大
会

と
し
て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
五
月
十
七
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

市政だより

二
月
二
十
二
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場
所
市
武
道
館

参
加
資
格
協
会
区
域
内
で
三
段

以
下
五
人
で
編
成
し
た
チ
l
ム

主
催
大
村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

後
援
市
教
育
委
員
会

日
時

(7) 



(8) 

そ

の

他

り

-
昭
和
町
年
度
建
設
エ

事
関
係
の
指
名
願
受

付
に
つ
い
て

おおむ

三
月
一
日

t
三
十
一

受
付
期
間

日
ま
で

提
出
様
式
市
指
定
様
式

提
出
先
管
財
課

※
詳
し
く
は
管
財
課
へ

市政だより

-
所
得
税
の
無
料
納
税

相
談

昭和56年 2月15日
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税
理
士
会
主
催
に
よ
り
、
小
規

模
事
業
所
を
対
象
と
し
た
所
得
税

確
定
申
告
の
無
料
相
談
を
行
い
ま

す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

期
間
三
月
十
日

t
十
六
日
ま
で

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
四
時

※
土
曜
日
は
午
前
中

場
所
大
村
商
工
会
議
所

-
税
務
相
談
所
へ
入
会

を
所
得
税
・
県
民
税
・
市
民
税
の

確
定
申
告
は
二
月
十
六
日

t
三
月

十
六
日
ま
で
で
す
。

大
村
商
工
会
議
所
大
村
税
務
相

談
所
で
は
、

青
色

・
白
色
を
問
わ

ず
税
務
申
告
で
お
困
り
の
小
規
模

事
業
者
の
入
会
を
お
す
す
め
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

入
会
さ
れ
ま
す
と

。
確
定
申
告
に

つ
い
て
の
相
談
、

作
成

。
税
務
に
つ
い
て
の
指
導
、
相
談

。
金
融
相
談

に
つ
い
て
顧
問
の
税
理
士
が
責

任
を
も
っ
て
指
導
し
ま
す
。

な
お
、
白
色
申
告
者
(準
会
員
)

の
会
費
は
年
間
千
円
で
す
。
入
会

申
込
書
は
税
務
相
談
所
に
あ
り
ま

す。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
次
の
方
を
税
務
推
進
委
員
に

委
嘱
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。
〔税
務
推
進
委
員
〕

マ
田
中
善
典

(
一
の
郷

・
曾
@
|

八
六
三
八
)
マ
上
野
芳
嗣

(
一
の

郷

・
雷
⑤
|
八
六

一
三
)
マ
吉
村

重
次

(宮
小
路
二
丁
目

・
雷
@
l

八
二
二
ハ
)
マ
上
野
類
作
(
宮
小

路
二
丁
目
・
雷
⑤
!
八
五
七
三
)

一

文

化

基

金

制

度

が

発

足

一

一
大
村
市
文
化
基
金
制
度

は

、

発

展
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
一

一
市
と
民
聞
が
協
力
し
て
基
金
を

す

。

一

一
積
立
て
、
そ
の
利
子
を
市
民
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ど
協
力
を
一

一
芸
術
、
文
化
の
振
興
の
た

め

に

お

願

い

し

ま

す

。

一

一
活
用
し
、
文
化
都
市
・
大
村
の
※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ
一

マ
淵
上
茂
助
(
原
口
町
・
雷
⑤
|

八
三
九
五
)
マ
鹿
取
進

(原
口
町

・
雷
⑤
|
八

一一
一一
一
)
マ
前
川
貞

良
(
竹
松
本
町
・
曾
⑤
|
八
二
O

五
)
マ
木
村
隆
義
(
桜
馬
場
二
丁

目
・
曾
②
|
三
五
一
八
)
マ
太
田

政
治

(松
並
二
丁
目

・
雷
@
1
六

六
六
六
)
マ
南
照
雄

(桜
馬
場
一

丁
目

・
雷
②
!
二
三
三
四
)
マ
晦

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

マ
長
安
寺
寒
行
団

一
同
H

三

万

一

円
マ
山
本
治
作
(
四
の
郷
)

一

父

喜

平

)

五

万

円

マ

富

永

弘

円

山

一

へ
香

典

返

し

一
敬

称

略

五

千

五
百
円
マ
横
田
肇

(
池

一

(
古
賀
島
町
・

、亡

母

シ

ュ

ン

)

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

一
田

一
丁
目
)

一
万
四
千
六
百
三

日

一

文

化

基

金

へ

五

万

円

マ

蒲

原

久

男

(

久

原

マ

福

添

鷹

一
(
立
福
寺
郷

・
亡

十
二

円

一

一
マ
山
田
弘

(今
富
郷
ニ
」
母
カ
郷
・
亡
妻
操
)
五
万
円

マ

松

父

喜
平
)
慈
恵
荘

へ

十

万

円

一

一
ツ
〉

二

十

万

円

本

安

幸

(
岩
松
郷
・
亡
父
安
一
)

「

〆

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

五

万

円

マ

坂

中

五

郎

(

宮

小

一
-
般
寄
付

一
敬
称
略

マ
古
川
和
信
(
坂
口
町
)
惑
恵

一

一

マ

福

添
鷹

一
(
立
福
寺
郷

・
て
路
二
丁
目
・
亡
妻
季
子
)
五
万
社
会
福
祉
協
議
会
へ

荘
へ

三

万

円

一

日
博
(
西
本
町
・
賃
②
l
z
一
一
一

四
)
マ
中
尾
喜

一
郎
(
本
町
・
雷

③
l
五
五
九
三
)
マ
沖
固
定

(片

町
・
曾
②
|
三
八
二
O
)
マ
戸
塚

芳
春
(
本
小
路
・
曾
@
l
O
コ
二

O
)
マ
富
永
和
博
(
陰
平
郷
・
雷

③
|
二
三
O
三
)
マ
山
添
広
光

(
東
大
村
二
丁
目
・
雷
④
|
一

一一
一

七
二
)
マ
今
川
忠
義
(
西
本
町
・

雷
④
l
一
六
二
ハ
)
マ
東
田
征
二

(
本
町
・
雷
③
l
五
八

一
八
)
マ

山
口
彰
(
駅
通
り
・
曾
②
|
四
八

三
九
)
マ
林
田
孫
龍
(
水
主
町
・

曾
②
l
一
ニ
六
二
三
)
マ
山
口
弘
勝

(
西
本
町
・
雷
②
|
六
O
四
一
)

マ
開
哲
也
(
西
大
村
本
町
・
曾
②

|
二
九
三
一
)
マ
飯
塚
俊
夫

(宮

小
路
二
丁
目
・
雷
⑤
|
八
三
五
九
)

マ
尾
崎
嘉
生
(
西
大
村
本
町
・
曾

②
l
二
八
六
二
)
マ
永
見
重
馬

(
杭
出
津
二
丁
目
・
曾
@
l
一
一一
四

O
八
)
マ
石
本
曽
一
(
杭
出
津
二

丁
目
・
雷
②
|
三
三
三
O
)
マ
酒

井
定
夫
(
古
町
一
丁
目
・
雷
②
|

四
八
一
ニ
O
)
マ
田
島
実
(
古
町
一

丁
目
・
雷
②
l
二
二
二
九
)
マ
大

岡
登
美
雄

(乾
馬
場
町

・
雷
②
l

三
八
七
一
)
マ
玉
木
登
(
古
町
二

丁
目
・
雷
③
|
一
ニ
六
二
五
〉
マ
守

屋
措
次
(
池
田
一
丁
目
・
曾
③
|

一
一
七
一
)
マ
講
上
善
造
(
諏
訪

一
丁
目
・
曾
@
l
六
三
四
八
)
マ

溝
上
泰
造
(
池
田
一
丁
目
・
雷
③

|
四
一
四
一
)
マ
平
松
正
暢

(水

主
町
・

曾
③
l
三
七
八
三
)
マ
辻

田
照
雄
(
西
三
域
・
雷
②
l
二
五

O
八
)
マ
渡
辺
忠
夫
(
駅
通
り
・

雷
③
ー
六
一
五
一
)
マ
青
木
勘
十

(
西
本
町
・
雷
②

i
三
二
三
二
)

-
無
縁
墓
地
を
改
葬

次
の
と
お
り
墓
地
が
改
葬
さ
れ

ま
す
。

縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
限
ま

で
に
申
し
出
て
・
下
さ
い
。

墓
地
の
所
在
地
・
名
称
な
ど

。
諌
早
市
原
口
名
、
新
道
墓
地
、

約
八
基
、
墓
地
整
理
の
た
め

。
問
、
原
口
墓
地
、
約
十
基
、
墓

地
整
理
の
た
め

。
問
、

契
の
元
墓
地
せ
約
二
十
基

墓
地
整
理
と
歩
道
拡
幅
の
た
め

届

出

先

諌
早
市
役
所
民
生
部
環

境
衛
生
課
(
諌
早
市
東
小
路
町

て

倉

諌
早
②
!
一
五
O
O
)

届
出
期
限
四
月
十
日

(
生
活
環
境
課
)
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